
建設産業

　
建
設
産
業
は
東
日
本
大
震
災
直
後
の
応
急
復
旧
活
動
や
が
れ
き
撤
去
に
始
ま

り
現
在
に
至
る
ま
で
、
復
旧
・
復
興
の
第
一
線
で
作
業
に
臨
ん
で
い
る
。
そ
の

一
方
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
が
公
表
さ
れ
て
日
本
全
体
で
防
災

意
識
が
強
ま
り
、
安
全
・
安
心
を
実
現
す
る
た
め
の
技
術
開
発
や
新
た
な
施
設

の
提
案
も
活
発
だ
。

最
新
の
津
波
対
策
技
術
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
開
発

街の再建スピードアップが期待される（宮城県女川町

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
形
成

土地のかさ上げ工事が進む宮城県気仙沼市

安全・安心の実現ゼネコン各社提案活発に
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こ
う
し
た
対
策
の
開
発
と

と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸

自
治
体
で
は
、
被
災
者
が
日

常
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
の

復
興
ま
ち
づ
く
り
が
動
き
だ

し
て
い
る
。

　
自
治
体
の
発
注
事
務
負
担

と
技
術
的
な
知
見
不
足
を
補

う
方
策
と
し
て
浮
上
し
た
の

が
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｃ
Ｍ

方

式
の
活
用
。
Ｃ
Ｍ
方
式
は
契

約
し
た
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

Ｃ
Ｍ

Ｒ

が
発
注
者
に
代
わ
っ
て

設
計
・
発
注
・
施
工
関
連
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
に
あ
た

る
も
の
で
、
多
く
の
自
治
体

が
都
市
再
生
機
構

Ｕ
Ｒ

を
通
じ
、
そ
の
役
割
を
建
設

業
界
に
委
ね
る
。

　

年

月
、
宮
城
県
女
川

町
で
Ｃ
Ｍ
方
式
に
よ
る
初
の

市
街
地
復
興
事
業
が
始
動
し

た
。
Ｃ
Ｍ
Ｒ
を
託
さ
れ
た
の

は
鹿
島
を
幹
事
会
社
と
す
る

共
同
企
業
体

Ｊ
Ｖ

。
高

台
造
成
と
地
盤
か
さ
上
げ
に

よ
っ
て
安
全
を
確
保
し
た
機

能
集
約
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
。

　
戸
田
建
設
は
原
発
事
故
で

計
画
的
避
難
区
域
と
な
っ
た

福
島
県
川
俣
町
山
木
屋
地
区

を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
に
よ
り
復
興
す
る
た
め
、

同
町
と
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
川
俣
町
過
疎
型
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
事
業
」

を
実
施
し
た
。
川
俣
町
は
復

興
計
画

第
１
次

で

脱

原
発

と
い
う
考
え
方
の

下
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
効
率
的
活
用
に
よ
り
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次

世
代
社
会
イ
ン
フ
ラ

を
実

現
し
、
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。

　
山
木
屋
地
区
な
ど
過
疎
エ

リ
ア
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、

太
陽
光
、
風
力
、
小
水
力
に

よ
る
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
、
産
業

創
出
と
雇
用
確
保
に
つ
な
げ

る
プ
ラ
ン
を
描
い
た
。

　
竹
中
工
務
店
は
津
波
で
建

物
が
受
け
る
荷
重
を
計
算

し
、
開
口
部
か
ら
流
れ
込
む

水
の
内
部
挙
動
を
詳
細
に
予

測
す
る
解
析
手
法
「
３
Ｄ
津

波
・
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
を
開
発
し
た
。
高
精
度

の
津
波
想
定
と
建
物
情
報
が

入
っ
た
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム

Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
３
次
元
デ
ー

タ
を
組
み
合
わ
せ
、
解
析
対

象
と
な
る
建
物
へ
の
津
波
到

達
状
況
を
推
定
す
る
。

　
建
物
の
設
計
図
に
基
づ

き
、
浸
水
の
様
子
を
時
間
を

追
っ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
水
の
速
度
や
量
、
障
害

物
が
あ
っ
た
場
合
の
流
れ
の

変
化
や
そ
の
と
き
の
水
圧
な

ど
を
計
算
し
て
３
次
元
的
画

像
で
示
す
。
解
析
結
果
を
新

築
時
の
設
計
や
建
物
内
の
設

備
配
置
に
反
映
で
き
る
ほ

か
、
避
難
計
画
立
案
に
も
生

か
せ
る
。

　
大
林
組
は
港
湾
空
港
技
術

研
究
所

港
空
研

な
ど
と

共
同
で
、
海
底
か
ら
浮
上
し

て
津
波
を
防
ぐ
可
動
式
防
波

堤
を
開
発
し
た
。
国
土
交
通

省
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
和

歌
山
下
津
港
・
海
南
地
区

和
歌
山
県
海
南
市

入
り

口
の
航
路
部
分
に
総
延
長
２

３
０

の
可
動
式
防
波
堤
を

整
備
す
る
計
画
で
、
ま
ず
実

証
実
験
を
兼
ね
た
約

分

を
先
行
発
注
。
３
月
下
旬
の

動
作
試
験
で
、
海
面
下
約

・
５

か
ら
海
面
上
約
７
・

５

ま
で

分
以
内
に
浮
上

し
た
。

　
海
底
に
入
れ
子
構
造
の
鋼

管
を
埋
設
し
て
お
き
、
津
波

来
襲
が
想
定
さ
れ
る
と
き
に

空
気
を
送
り
込
ん
で
内
側
の

鋼
管
を
海
面
上
ま
で
浮
上
さ

せ
る
。
和
歌
山
で
は
直
径
３

の
鋼
管
に
同
２
・
８

の

鋼
管
を
入
れ
子
に
し
た
。

　
清
水
建
設
は
浚
渫
土
な

し
ゅ
ん
せ
つ

ど
を
使
っ
て
古
墳
の
よ
う
な

円
錐
台
を
造
り
、
津
波
の
緩

え
ん
す
い

衝
帯
や
緊
急
避
難
場
所
に
す

る
海
岸
部
の
造
成
手
法
「
グ

リ
ー
ン
マ
ウ
ン
ド
」
を
考
案

し
、
津
波
被
害
が
想
定
さ
れ

る
自
治
体
に
提
案
を
始
め

た
。
杭
や
擁
壁
な
ど
の
建
設

資
材
は
不
要
で
、
が
れ
き
な

ど
も
有
効
利
用
で
き
る
。
宮

城
県
仙
南
地
域
の
海
岸
沿
い

に
緩
衝
帯
と
し
て
底
部
径

で
頂
部
径

、
高
さ

に
な
る
小
型
マ
ウ
ン
ド
を

ち
ど
り
状
に
４
列
配
置
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解
析
で

は
、
波
高

の
津
波
の

遡
上
範
囲
が
６
０
０

縮
ま

そ
じ
ょ
う

っ
て
海
岸
線
か
ら
１
１
５
０

に
抑
え
ら
れ
た
。

　
緩
衝
帯
の
内
側
に
大
き
め

の
マ
ウ
ン
ド
を
５
０
０
―
１

０
０
０

四
方
に
１
カ
所
ず

つ
造
成
す
れ
ば
、
地
域
住
民

を
安
全
・
確
実
に
避
難
さ
せ

ら
れ
る
と
い
う
。

　
大
成
建
設
は
東
日
本
大
震

災
の
津
波
被
害
分
析
に
基
づ

き
、
建
物
の
外
周
部
に
緩
衝

柱
を
設
け
て
漂
流
物
に
よ
る

致
命
的
な
損
傷
を
防
ぐ
津
波

避
難
ビ
ル
「
Ｔ
―
Ｂ
ｕ
ｆ
ｆ

ｅ
ｒ

Ｔ
バ
ッ
フ
ァ
ー

」

を
開
発
し
、
提
案
し
て
い

る
。
建
物
自
体
は
階
段
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
中

央
部
の
耐
力
壁
で
囲
ん
だ
コ

ア
部
分
で
強
固
に
支
え
る
構

造
と
し
、
１
階
部
分
は
緩
衝

柱
以
外
の
外
装
材
を
あ
え
て

波
力
で
壊
れ
る
よ
う
に
し
て

津
波
を
受
け
流
す
。

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解
析

の
ほ
か
同
社
技
術
セ
ン
タ
ー

横
浜
市
戸
塚
区

に
津
波

の
挙
動
を
再
現
す
る
最
新
鋭

の
実
験
施
設
を
完
成
し
、
模

型
に
よ
る
水
理
実
験
も
行
っ

て
有
効
性
を
確
認
し
た
。


